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ウサギとボク、
　どっちが上手につけるかな

　光り輝く満月の下、子どもたちが十五夜を楽しみました。
（関連記事＝Ｐ４）



災害時相互応援協定を締結
北薩地区社会福祉協議会

　

長
島
町
、
薩
摩
川
内
市
、
出
水
市
、

阿
久
根
市
、
さ
つ
ま
町
の
５
市
町
の

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
な
る
、
北
薩

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
９
月
９

日
、
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
県

内
初
と
な
る
災
害
時
相
互
応
援
協
定

を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
北
薩
地
区
に
お
い

て
大
規
模
災
害
が
発
生
し
、
被
災
し

た
地
域
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運

営
や
災
害
救
援
活
動
が
十
分
に
実
施

で
き
な
い
場
合
に
、
近
隣
市
町
の
応

援
を
受
け
、
災
害
救
援
活
動
を
円
滑

に
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
災
害
時
に
応

援
職
員
の
派
遣
や
救
援
活
動
に
必
要

な
備
品
や
資
器
材
の
提
供
、
あ
っ
せ

ん
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

式
で
は
、
５
市
町
の
社
会
福
祉
協

議
会
長
ら
が
協
定
書
に
調
印
し
た

後
、
力
強
く
手
を
組
み
、
相
互
協
力

を
確
認
し
ま
し
た
。
早
﨑
九
洲
男
長

島
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
は
「
災
害

時
に
協
力
し
合
う
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
絆
を
確
か
な
も
の
に
し
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

式
の
後
は
、
福
島
県
い
わ
き
市
社

会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

セ
ン
タ
ー
長
の
草
野
淳
氏
を
講
師
に

迎
え
、
東
日
本
大
震
災
で
の
実
体
験

を
も
と
に
し
た
記
念
講
演
が
あ
り
、

訪
れ
た
各
市
町
の
関
係
者
ら
が
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

↑協定式に訪れた各市町の関係者ら

↑調印後、北薩地区社会福祉協議会長らと手を握り合う早﨑長島町社会福祉協議会長（中央）

↑東日本大震災当時の生々しい様子を語る草野氏
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考
え
よ
う
原
子
力
防
災

　

町
で
は
、
九
州
電
力
川
内
原
子
力

発
電
所
か
ら
の
距
離
が
30
㌔
圏
内

（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
）
と
な
る
山
門
野
、

下
山
門
野
両
地
区
を
対
象
に
、
９
月

19
、
20
日
の
両
日
、
田
尻
小
学
校
、

汐
見
小
学
校
を
会
場
に
住
民
説
明
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
っ
た
の
は
田
尻
、
火
ノ

浦
、
汐
見
、
潟
、
広
野
集
落
で
、
２

日
間
の
説
明
会
に
は
、
住
民
や
消
防

団
員
な
ど
合
わ
せ
て
約
１
２
０
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

長
島
町
地
域
防
災
計
画
（
原
子
力

災
害
対
策
編
）
が
策
定
さ
れ
、
こ
れ

に
伴
い
、町
の
防
災
担
当
者
か
ら「
平

成
25
年
度
原
子
力
災
害
総
合
防
災
訓

練
」
の
説
明
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

記
憶
に
新
し
い
福
島
第
一
原
発
事
故

の
影
響
か
ら
、
住
民
ら
は
担
当
職
員

の
説
明
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

国
の
原
子
力
災
害
対
策
指
針
で
は

防
護
措
置
の
一
環
と
し
て
、
住
民
な

ど
に
対
し
教
育
お
よ
び
訓
練
を
行
う

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
今
回
の
説
明

会
が
「
教
育
」
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。

↑説明に聞き入る住民ら（田尻小学校）

川
内
原
発
か
ら
の
距
離
30
㌔

原
子
力
災
害

　

放
射
線
や
放
射
性
物
質
が
発
電
所

な
ど
か
ら
外
に
漏
れ
て
、
人
々
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と

放
射
線

　

自
然
界
に
も
存
在
し
、
近
代
で
は

Ｘ
線
な
ど
医
療
の
分
野
で
も
活
用
さ

れ
て
い
る

外
部
被
ば
く

　

体
外
に
あ
る
放
射
線
源
か
ら
放
射

線
を
受
け
る
こ
と

内
部
被
ば
く

　

放
射
性
物
質
を
吸
入
、
経
口
摂
取

な
ど
に
よ
り
体
内
に
取
り
込
み
、
体

内
か
ら
放
射
線
を
受
け
る
こ
と

Ｕ
Ｐ
Ｚ

　

緊
急
時
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区

域
で
、原
発
か
ら
約
30
㌔
の
範
囲（
町

内
は
５
集
落
が
該
当
）

Ｅ
Ａ
Ｌ

　

緊
急
事
態
に
お
け
る
防
護
措
置
の

判
断
基
準
に
使
用
す
る
緊
急
時
活
動

レ
ベ
ル

ベ
ク
レ
ル
（
Bq
）

　

放
射
能
の
強
さ
で
放
射
性
物
質
に

対
し
て
使
用
す
る
単
位

シ
ー
ベ
ル
ト
（
Sv
）

　

放
射
線
で
受
け
た
人
体
へ
の
影
響

　

実
際
の
災
害
時
の
避
難
行
動
は
原

則
自
家
用
車
で
、
自
家
用
車
の
な
い

人
や
、　

災
害
時
要
援
護
者
（
高
齢

者
、
障
が
い
者
、
乳
幼
児
や
妊
婦
な

ど
）
の
避
難
は
、
町
の
準
備
す
る
バ

ス
な
ど
で
指
定
し
た
避
難
路
を
使
用

し
て
、
鷹
巣
地
区
へ
避
難
し
ま
す
。

　

避
難
者
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
除

染
は
所
定
の
場
所
で
行
い
、
修
了
者

に
は
風
評
被
害
防
止
の
た
め
証
明
書

を
配
布
し
ま
す
。

町
が
計
画
し
て
い
る
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
の

５
集
落
を
対
象
と
し
た
避
難
計
画

①
原
発
事
故
発
生

　
　
　

⇩

②
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
は
屋
内
に
退
避
す
る

　
　
　

⇩

③
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
値
に
応
じ

　

・
数
時
間
内
に
避
難
を
実
施

　

・
１
週
間
程
度
内
に
一
時
移
転

　

・
飲
食
物
摂
取
制
限

　

な
ど
を
行
う

被
ば
く
か
ら
身
を
守
る
に
は
・
・
・

◇
外
部
被
ば
く

　

・
放
射
性
物
質
か
ら
距
離
を
お
く

　

・
長
時
間
放
射
線
を
浴
び
な
い

　

・
遮し
ゃ
へ
い蔽

す
る
（
覆
い
隠
す
）

◇
内
部
被
ば
く

　

・
マ
ス
ク
な
ど
で
吸
引
防
止
す
る

　

・
汚
染
さ
れ
た
水
や
食
べ
物
を
摂

　
　

取
し
な
い

覚
え
て
お
こ
う

原
子
力
に
関
す
る
用
語

　

平
成
23
年
３
月
、
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
が
発
生
し

た
こ
と
に
よ
り
、
国
が
原
子
力
災
害

対
策
指
針
な
ど
の
原
子
力
防
災
対
策

を
見
直
し
ま
し
た
。

　

国
の
見
直
し
に
伴
い
町
は
、
長
島

町
地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
災
害
対

策
編
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
同
計
画
に
基
づ
き
避
難
計

画
、
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
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ま
ん
ま
る
お
月
様
が
お
出
迎
え

↑美味しいお餅がつけるかな（山中集落）

　

９
月
19
日
、
町
内
の
各
集
落
で
子

ど
も
た
ち
が
十
五
夜
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

町
内
で
は
十
五
夜
に
子
ど
も
た
ち

が
家
々
を
回
り
、
月
見
に
飾
ら
れ
た

お
は
ぎ
や
お
菓
子
な
ど
を
貰
う
の
が

習
わ
し
。
子
ど
も
た
ち
は
夕
方
か
ら

袋
を
片
手
に
家
々
を
回
り
ま
し
た
。

唐
隈
集
落
な
ど
で
は
綱
打
ち
が
行
わ

れ
、
子
ど
も
た
ち
が
綱
引
き
や
相
撲

を
取
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

山
中
集
落
（
上
原
健
造
館
長
）
で

は
15
年
ほ
ど
前
か
ら
、
十
五
夜
の
晩

に
子
ど
も
た
ち
に
昔
な
が
ら
の
餅
つ

き
を
教
え
て
い
ま
す
。
公
民
館
の
前

に
は
、
き
ね
と
臼
が
用
意
さ
れ
、
集

ま
っ
た
40
人
ほ
ど
の
子
ど
も
た
ち
が

餅
つ
き
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
中
に
は

「
き
ね
が
重
い
」
と
、
ふ
ら
つ
く
子

ど
も
に
保
護
者
が
手
を
添
え
親
子
で

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

上
原
館
長
は
「
最
近
は
餅
つ
き
も

機
械
が
主
流
。
子
ど
も
た
ち
が
昔
な

が
ら
の
餅
つ
き
を
経
験
す
る
こ
と
が

少
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
続
け

た
い
」
と
話
し
、
餅
つ
き
に
挑
戦
し

た
川
添
堅
斗
君
（
小
３
）
は
「
き
ね

で
餅
を
つ
く
の
が
お
も
し
ろ
か
っ

た
。
去
年
よ
り
上
手
に
美
味
し
く
で

き
た
」
と
満
足
の
様
子
で
し
た
。

↑掛け声を合わせて、力いっぱい綱を引く子どもたち（唐隈集落）

↑小学校内の土俵で相撲を取る子どもたち（城川内集落）
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↑川添健町長からお祝い金を支給された利用者（桃源郷）

↑
高
齢
者
宅
を
訪
問
す
る
川
添
健
町
長

←
ご
ち
そ
う
を
前
に
乾
杯
（
上
揚
集
落
）

長生きの秘訣は・・・笑顔

各
地
で
敬
老
会

↑場内を沸かせたダンスの様子（茅屋集落）

　

９
月
15
日
か
ら
16
日
に
か
け

て
、
町
内
の
各
集
落
で
敬
老
会
が

あ
り
ま
し
た
。

　

15
日
、
上
揚
集
落
（
荒
田
明
美

館
長
）
で
は
午
前
中
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
実
施
し
た

後
、
公
民
館
で
敬
老
会
が
行
わ

れ
、
荒
田
館
長
が
「
90
歳
と
言
わ

ず
１
２
０
歳
く
ら
い
ま
で
長
生
き

し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
会
で
は
、
集
落
民
で
持
ち

寄
っ
た
料
理
な
ど
に
舌
鼓
を
打
ち

ま
し
た
。

　

一
方
、
茅
屋
集
落
（
宮
瀬
久
志

館
長
）
で
は
歌
や
ダ
ン
ス
の
余
興

が
披
露
さ
れ
、
ダ
ン
サ
ー
と
一
緒

に
ダ
ン
ス
を
踊
る
人
も
い
て
、
場

内
を
に
ぎ
わ
せ
ま
し
た
。
田
浦
サ

ナ
エ
さ
ん
ら
６
人
の
グ
ル
ー
プ
は

「
週
２
回
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
で
み
ん
な
で
笑
う
こ
と
が
長
生

き
の
秘
訣
。
月
１
回
の
カ
ラ
オ
ケ

と
恵
比
寿
市
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
」
と
声
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

　

９
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
は
、

川
添
健
町
長
ら
が
町
内
の
高
齢
者

宅
な
ど
を
訪
問
し
、
敬
老
お
祝
い

金
を
支
給
し
ま
し
た
。

　

９
月
８
日
、
鹿
児
島
市
の
ふ

れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
で
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
２
０
１
３
南

日
本
新
聞
社
杯
鹿
児
島
県
選
手

権
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行

わ
れ
、
川
床
チ
ー
ム
が
見
事
優

勝
し
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
川
下
孝
さ
ん

（
川
床
上
）
を
主
将
に
、
村
上

誠
一
さ
ん
（
三
船
）、
白
石
益

雄
さ
ん
（
塩
追
）、
池
上
八
郎

さ
ん
（
葛
輪
）、
平
田
正
登
さ

ん
（
山
寺
）、嵜
川
修
さ
ん
（
脇

崎
）
の
６
人
で
、
平
均
年
齢
は

実
に
70
歳
。
当
日
は
エ
ー
ス
の

嵜
川
さ
ん
が
欠
場
と
な
る
事
態

を
、
結
成
か
ら
30
年
と
い
う
５

人
の
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
見
事
に

カ
バ
ー
し
、
接
戦
を
制
し
ま
し

た
。

　

川
下
主
将
は
「
無
欲
の
勝
利

で
す
。
次
の
大
会
も
強
豪
ぞ
ろ

い
。こ
の
勢
い
で
勝
利
し
た
い
」

と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

　

11
月
に
は
長
崎
県
で
開
催
さ

れ
る
九
州
大
会
が
控
え
て
い
ま

す
。
ま
た
も
無
欲
で
臨
み
栄
光

が
勝
ち
取
れ
る
よ
う
、
健
闘
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

技
と
戦
術
が
生
ん
だ
無
欲
の
勝
利

南
日
本
新
聞
社
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

↑川添健町長に優勝報告（9 月 25 日）

↑九州大会に向け練習に一層熱が入るメンバー
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i n f o r m a t i o n

総務課

役場庁舎前駐車場等確保に係る測量設計業務 8,247

企画財政課
阿久根地区消防組合東分遣所整備事業に係る

基金造成
27,437

獅子島アイランドセンターの施設修繕 1,600

保健衛生課
地域支え合い体制づくり事業 4,680

水産商工課
ブルーツーリズム推進事業補助金 1,427

観音漁港（合戦場地区 ) の南防波堤の整備 30,000

観光バスツアー委託料 1,200

景観推進課
第４回夢追い長島花フェスタ運営委託料 13,000

水道課
第二浦底橋及び茅屋橋取付改良に伴う配水

管敷設替
11,548

農林課
有害鳥獣防止施設整備事業 18,110

青年就農給付金 10,500

経営体育成支援事業 2,317

耕地課
農道の維持管理費 9,000

建設課
萩之牟礼茅屋線の整備 22,550

公営住宅の建設（蔵之元・城川内） 45,219

がけ地近接等危険住宅移転事業 5,193

　　主　な　事　業

（単位：千円）

東
分
遣
所
整
備
事
業
に
係
る
基
金
造
成

な
ど
に
２
億
１
４
８
９
万
円
を
追
加

　

９
月
13
日
か
ら
25
日
ま
で
、
平
成
25
年
第
３
回
長
島
町

議
会
定
例
会
が
開
か
れ
、
阿
久
根
地
区
消
防
組
合
東
分
遣

所
整
備
事
業
に
係
る
基
金
造
成
、
観
音
漁
港
の
南
防
波
堤

の
整
備
、
公
営
住
宅
建
設
費
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
平
成
25

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
２
億
１
４
８
９
万
円
追
加
、

総
額
97
億
２
９
３
７
万
円
）
な
ど
議
案
13
件
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

第
３
回
議
会
定
例
会

　

こ
の
ほ
か
、
少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど
に
関
す
る
陳
情

３
件
を
採
択
し
、
道
州
制
導
入
反
対
な
ど
意
見
書
４
件
を

可
決
し
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
長
島
町
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
は
、
特
別
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た
主
な
事
業
を
各
課
ご

と
に
紹
介
し
ま
す
。　

ふるさと納税
年末にブリを贈答

　

町
で
は
、ふ
る
さ
と
納
税
制
度（
１

口
５
千
円
）
で
寄
付
し
て
い
た
だ
い

た
人
へ
、
町
特
産
の
農
水
産
物
を
お

贈
り
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
、３
万
円
（
６
口
）

以
上
を
寄
附
い
た
だ
い
た
人
に
、
年

末
に
「
鰤
王
」
を
、
２
月
に
デ
コ
ポ

ン
を
発
送
い
た
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
寄
附
を
す
る

と
、
居
住
地
の
住
民
税
と
所
得
税
が

一
定
額
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
「
長
島
」
の
活

性
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課
財
政
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］
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11 月は不法投棄防止強化月間
　

県
で
は
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投

棄
な
ど
の
根
絶
を
図
る
た
め
、
毎
年

11
月
を「
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
不
法
投
棄
防
止
の
啓

発
活
動
や
不
法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
不
法

投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。
こ
の
機

会
に
一
人
ひ
と
り
が
「
不
法
投
棄
を

し
な
い
。
さ
せ
な
い
。
見
つ
け
た
ら

す
ぐ
電
話
を
」と
い
う
意
識
を
持
ち
、

不
法
投
棄
の
な
い
住
み
よ
い
地
域
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
発
見

し
た
ら
、
お
近
く
の
地
域
振
興
局
ま

た
は
県
庁
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対

策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
８
１
０

　

北
薩
地
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部

　

☎
０
９
９
６
（
23
）
３
１
６
７

長
崎
鼻
灯
台
を
一
般
公
開
し
ま
す

　

串
木
野
海
上
保
安
部
で
は
、
灯
台
の
施
設
お
よ
び

機
器
を
一
般
公
開
し
、
広
く
当
庁
業
務
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
海
上
安
全
思
想
の
普
及
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
長
崎
鼻
灯
台
を
一
般
公
開
し
ま
す
。

○
日
時

　

11
月
２
日
（
土
）

　

午
後
３
時
～
７
時

　
（
日
没　

午
後
５
時
29
分
）

○
実
施
内
容

　

・
灯
台
施
設
、
機
器
の
案
内
お
よ
び
説
明

　

・
写
真
パ
ネ
ル
の
展
示

　
　
（
現
存
す
る
明
治
期
の
灯
台
や
デ
ザ
イ
ン
灯
台
な
ど
）

　

・
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

　

・
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
う
み
ま
る
」

　

・
制
服
の
試
着

　

・
グ
ッ
ズ
販
売　

　

※
灯
廊
内
部
は
、
一
度
に
10
名
ま
で
の
見
学
と
な

　

り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

串
木
野
海
上
保
安
部
管
理
課

　

☎
０
９
９
６
（
32
）
２
２
０
５　
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９
月

２
日

４
日

５
日

６
日

８
日

９
日

９
日
～
11
日

11
日

12
日

13
日
～
25
日

15
日
～
16
日

22
日

24
日

26
日
～
27
日

28
日

29
日

30
日

辞
令
交
付
式
（
長
島
町
役
場
）

国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
設
立
総
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

全
体
朝
礼（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

町
村
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

中
学
校
運
動
会
訪
問（
町
内
中
学
校
）

北
薩
地
区
社
協
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結
式

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

敬
老
訪
問
（
町
内
）

課
長
会
（
長
島
町
役
場
）

温
泉
水
地
下
水
研
究
協
議（
長
島
町
役
場
）

長
島
町
議
会
９
月
定
例
会（
長
島
町
役
場
）

敬
老
訪
問
（
町
内
）

杉
ノ
段
招
魂
祭
（
杉
ノ
段
）

獅
子
島
小
中
学
校
運
動
会（
獅
子
島
）

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
啓
発
パ
レ
ー
ド
出
発
式

（
指
江
庁
舎
）

認
定
農
業
者
認
定
証
交
付
式

（
指
江
庁
舎
）

全
国
市
町
村
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
常
任
理
事
会

（
東
京
都
）

交
通
安
全
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

（
城
川
内
）

小
学
校
運
動
会
訪
問（
町
内
小
学
校
）

県
町
村
長
Ｏ
Ｂ
会
（
鹿
児
島
市
）

地
方
自
治
促
進
懇
談
会（
鹿
児
島
市
）

平成 26年長島町成人式のご案内
　町では、平成 26 年長島町成人式を開催します。

　新成人で、現に長島町に住民票を置いている人

および町外居住者であっても町内の中学校を卒業

し、家族が現に長島町に居住している人を対象と

しています。

◆期　日　平成 26 年１月４日（土）

　　　　　午後１時 30 分～３時

◆場　所　長島町文化ホール

◆対象者　平成５年４月２日～

　　　　　平成６年４月１日に生まれた人

◆会　費　1,000 円

　　　　　※町から記念写真、記念品の贈呈が

　　　　　あります。

◆案内状　11 月中旬発送

◎問い合わせ先
　長島町教育委員会社会教育課

　☎（88）5696［直通］

関東ながしま会第７回
総会が開催されます

　

関
東
な
が
し
ま
会
の
第
７
回
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

同
会
は
毎
年
開
催
さ
れ
、
唄
や
踊

り
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
関
東
在

住
で
、
会
員
登
録
さ
れ
て
い
る
人
に

は
会
報
と
案
内
状
を
発
送
し
て
い
ま

す
。
知
人
な
ど
で
案
内
状
が
届
か
な

い
人
は
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

○
日
時　

11
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　

受
付　

午
前
10
時
30
分
～

　
　
　
　

総
会　

午
前
11
時
～

○
会
場　

上
野
精
養
軒

　
　
　
　

上
野
駅
か
ら
徒
歩
７
分

○
会
費　

男
性　

１
万
円

　
　
　
　

女
性　

８
千
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

関
東
な
が
し
ま
会
事
務
局

　

平
﨑　

裕
章

　

☎
０
９
０
（
３
４
０
９
）
７
６
４
９

↑新成人でにぎわう会場前（平成 25 年の様子）

↑第６回での１コマ

8Nagashima town Public Relations



お
し
ろ
い
花
母
に
貰
ひ
し
ち
ぢ
れ
髪
　
　
　
淵
脇
　
　
護

た
だ
灼
け
て
動
か
ぬ
遊
具
夏
休
　
　
　
　
　
迫
口
　
君
代

油
照
り
古
墳
の
沖
ゆ
く
定
期
船
　
　
　
　
　
山
嵜
加
代
子

島
美
人
焼
酎
飲
ん
で
饒
じ
ょ
う
ぜ
つ舌

に
　
　
　
　
　
　
筑
前
　
初
市

涼
し
さ
や
昔
井
戸
あ
り
背
戸
屋
風
　
　
　
　
二
階
堂
妙
子

白
百
合
や
戦
後
を
語
る
人
少
な
　
　
　
　
　
大
堂
　
早
苗

山
里
の
土
の
底
か
ら
鉦
叩
　
　
　
　
　
　
　
二
階
堂
恵
子

夏
休
み
孫
の
宿
題
ほ
め
ち
ぎ
り
　
　
　
　
　
坂
口
　
静
子

美
術
展
行
き
ま
せ
ん
か
と
秋
初
め
　
　
　
　
竹
内
　
　
功

流
木
も
ど
こ
を
流
れ
て
残
暑
か
な
　
　
　
　
大
堂
　
正
弘

雨
乞
の
効
果
も
あ
ら
ず
水
飢
饉
　
　
　
　
　
関
　
佳
代
美

遠
き
日
の
親
の
教
へ
や
茄
子
の
花
　
　
　
　
中
橋
　
藤
七

朝
早
く
亡つ

ま夫
の
倒
れ
し
庭
に
立
ち
思
ひ
新
た
に
枝
ひ
き
寄

す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
映
子

湯
上
り
の
胸
元
涼
し
夕
暮
の
葛く
ず

花
匂
ふ
路
を
帰
り
来く

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
尾
　
　
操

満
潮
に
名
月
を
浮
べ
波
揺
る
る
海
辺
に
中
秋
の
光
浴
び
を

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
ち
江

秋
の
日
に
蜘
蛛
巣
張
り
て
輝
け
り
か
か
る
獲
物
も
共
に
揺

れ
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
房
代

雑
木
に
這
ひ
上
が
り
し
葛
こ
ん
も
り
と
象
の
形
な
し
風
に

揺
れ
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樫
平
　
頼
子

［
短
歌
］

生
垣
を
折
れ
つ
つ
行
け
ば
人
絶
え
て
時
も
止
ま
り
し
麓
武

家
屋
敷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
木　

良
雄

合わ
か

る
迄
な
っ
と
く
す
る
や
考
へ
て
世
は
成
る
な
の
よ
間
違

い
な
き
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

百
歳
で
祝
う
老
女
微
笑
み
て
命
の
経
過
う
る
わ
し
く
語
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
地　

雪
舞

［
俳
句
］

明
け
来
る
や
わ
が
も
の
顔
に
チ
チ
口
啼
く　

宗
方　

清
明

　日本滞在 25 年のアメリカ人
が、幸せに逞しく生きる集落の
姿を紹介しています。

し
ん
か
ん
く
ん
　
で
ん
し
ゃ
の
た
び

の
ぶ
み　

作

　しんかんくんシリーズ８作
目。今回はいろんな電車が出て
くるよ。

幸
せ
に
暮
ら
す
集
落

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
Ｓ
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ　

著

船
縁べ

り

の
高
さ
に
瀬
波
迫
り
た
る
球
磨
川
に
水み

ざ
お棹

操
れ
る
背せ

な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
尾
　
和
子

台
風
の
去
り
し
田
の
畦
歩
み
た
り
彼
岸
花
の
蕾
は
筆
立
つ

ご
と
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
之
下
典
子

三
日
ぶ
り
畦
道
行
け
ば
不
揃
い
に
曼
珠
沙
華
の
花か
け
い茎

数あ
ま
た多

出
で
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
タ
マ
エ

湾
内
に
漁
火
近
し
久
び
さ
に
遠
く
の
友
と
会
ひ
た
る
心
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
田
美
代
子

車
椅
子
の
亡お
っ
と夫

を
婿
が
押
し
く
れ
き
今
日
花
の
道
わ
が
押

さ
れ
行
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
畑
　
松
枝

慰
問
終
へ
家
路
を
急
ぐ
道
す
が
ら
踊
れ
し
ひ
と
日
の
幸
せ

思
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
ヒ
ロ

鼻
水
の
時
に
出
づ
れ
ば
鼻
血
か
と
指
に
幾
度
も
触
れ
み
る

吾
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
　
幸
子

樹
木
に
巻
く
凌の
う
ぜ
ん霄

か
ず
ら
垂
れ
下
が
り
陽
に
輝
き
て
黄
の

花
揺
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
元
　
睦
子
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10
月
21
日
か
ら
27
日
は
行
政
相

談
週
間
で
す
。
行
政
に
つ
い
て

困
っ
て
い
る
こ
と
や
分
か
ら
な
い

こ
と
を
行
政
相
談
員
に
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

○
日
時

　

10
月
23
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～
正
午

○
会
場

　

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

青
少
年
研
修
室

○
行
政
相
談
員

　

下
平　

隆
康
氏
（
矢
堂
）

　

清
原　

郁
美
氏
（
平
尾
中
南
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
一

週
間
に
わ
た
り
、
秋
の
全
国
火
災

予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ

の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火

災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図

り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生
を
防
止

し
、
高
齢
者
な
ど
を
中
心
と
す
る

死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と

も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
空
気
が

乾
燥
し
、
風
の
強
い
日
が
多
く
な

り
ま
す
の
で
、
火
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
、
火
災
予
防
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
東
分
遣
所

　

☎
（
86
）
０
１
１
９

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
長
島
分
遣
所

　

☎
（
88
）
５
３
３
３

県
議
会
と
県
民
の
意
見
交
換
会

　

鹿
児
島
県
議
会
で
は
、
県
民
に

対
し
議
会
の
役
割
や
活
動
内
容
な

ど
を
直
接
お
知
ら
せ
し
、
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
県
民

が
直
接
、
議
会
活
動
に
参
加
し
、

意
見
交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

県
民
に
身
近
で
開
か
れ
た
県
議
会

と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
次

の
と
お
り
県
議
会
と
県
民
と
の
意

見
交
換
会
「
あ
な
た
の
そ
ば
で
県

議
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

11
月
16
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
３
時

○
場
所

　

薩
摩
川
内
市
中
央
公
民
館

○
参
加
対
象
者

　

北
薩
地
域
に
居
住
す
る
人

○
出
席
議
員

　

議
長
、
副
議
長
、
地
元
選
出
議

　

員
ほ
か

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
議
会
事
務
局
総
務
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
５
０
１
３

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の
加

入
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
。
労

働
保
険
は
政
府
が
管
理
、
運
営
し

て
い
る
強
制
保
険
で
あ
り
、
原
則

労
働
者
を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
れ

ば
適
用
事
業
と
な
り
ま
す
。
事
業

主
は
労
働
保
険
の
成
立
手
続
を
行

い
、
労
働
保
険
料
を
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
労
働
保
険
事
務

組
合
へ
委
託
も
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

　

☎
（
62
）
０
６
８
５

　

川
内
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
３
２
２
５

宅
地
建
物
取
引
無
料
相
談
実
施

　

県
お
よ
び
公
益
社
団
法
人
鹿
児

島
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
の
共

催
で
平
成
25
年
度
宅
地
建
物
取
引

に
係
る
無
料
相
談
を
実
施
し
ま

す
。

○
実
施
日

　

11
月
７
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
場
所

　

川
内
文
化
ホ
ー
ル（
薩
摩
川
内
市
）

○
相
談
の
内
容

　

宅
地
や
建
物
の
取
引
、
税
金
、

　

相
続
、
贈
与
、
登
記
に
関
す
る

　

こ
と

○
相
談
員

　

弁
護
士
、
税
理
士
、
土
地
家
屋

　

調
査
士
、
司
法
書
士

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
土
木
部
建
築
課
管
理
係

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
７
０
７

技
能
ま
つ
り
開
催

　

建
築
、
造
園
、
家
具
な
ど
の
製

品
、
製
作
過
程
、
技
を
実
際
に
見

た
り
、
触
れ
た
り
し
て
、
技
能
の

す
ば
ら
し
さ
、
楽
し
さ
を
体
感
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
技
能
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。

○
開
催
期
間

　

11
月
16
日
（
土
）
～
17
日
（
日
）

○
場
所

　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
所
が
開
設
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○
内
容

　

技
能
体
験
教
室
、
優
れ
た
技
能

　

士
の
製
品
出
展
、
か
ん
な
削
り

　

コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
技
能
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
９
（
２
２
６
）
３
２
４
０

交
通
遺
児
へ
の
育
成
資
金

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
で
は
、
交
通
遺
児
な
ど
へ

の
育
成
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
自
動
車
事
故
が
原

因
で
死
亡
し
た
人
、
ま
た
は
重
度

の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
人
の
子
ど

も
で
、
０
歳
か
ら
中
学
生
を
対
象

に
、
育
成
資
金
を
無
利
子
で
貸
し

付
け
る
制
度
で
す
。
ま
た
介
護
料

の
支
給
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構

　

交
通
事
故
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０
（
00
）
０
７
３
８

切
ら
ず
に
治
せ
る
が
ん
治
療

　

粒
子
線
は
従
来
の
放
射
線
と
は

異
な
り
、
止
ま
る
位
置
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
最
大
に
な
る
と
い
う
特
徴

を
利
用
し
た
が
ん
治
療
が
あ
り
ま

す
。
治
療
中
は
痛
み
や
熱
な
ど
を

感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕

事
や
日
常
生
活
を
続
け
な
が
ら
、

外
来
治
療
が
可
能
で
、
治
療
後
の

社
会
復
帰
が
容
易
と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
（
財
）
メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
医
学
研
究
財
団

　

が
ん
粒
子
線
治
療
研
究
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
３
（
23
）
５
１
８
８

刑
務
作
業
製
品
展
示
即
売

　

鹿
児
島
刑
務
所
で
は
、
受
刑
者

お
よ
び
非
行
少
年
の
更
生
な
ら
び

に
社
会
復
帰
を
目
的
に
、
第
31
回

九
州
矯
正
展
を
開
催
し
ま
す
。

○
開
催
期
間

　

10
月
26
日
（
土
）
～
27
日
（
日
）

○
場
所

　

国
分
運
動
公
園
内
国
分
体
育
館（
霧
島
市
）

　

駐
車
場
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

○
入
場
料

　

無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
刑
務
所
庶
務
課

　

☎
０
９
９
５
（
75
）
２
０
２
５

一
人
で
悩
ま
な
い
で

　

11
月
12
日
か
ら
25
日
は
、
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期

間
で
す
。
県
で
は
、
こ
の
運
動
の

一
環
と
し
て
、
配
偶
者
な
ど
か
ら

の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
、
離
婚
な

ど
の
悩
み
や
問
題
に
つ
い
て
「
女

性
の
た
め
の
法
律
１
１
０
番｣

を

実
施
し
、
女
性
弁
護
士
が
電
話
や

面
接
に
よ
り
無
料
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
。
我
慢
し
た
り
、
自
分
を
責
め

た
り
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
予
約

優
先
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

11
月
19
日
（
火
）　

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
予
約
受
け
付
け
電
話
番
号

　

☎
０
９
９
（
２
２
１
）
６
６
３
０

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
２
１
）
６
６
０
３

青
少
年
育
成
の
日
、
家
庭
の

日
、
育
児
の
日

　

県
で
は
、「
青
少
年
育
成
の

日
」、「
家
庭
の
日
」、「
育
児
の

日
」
を
毎
月
定
め
、
県
民
一
体
と

な
っ
て
青
少
年
の
健
全
育
成
、
子

育
て
支
援
な
ど
に
取
り
組
み
、「
日

本
一
の
く
ら
し
先
進
県
」
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
毎
月
第
３
土
曜
日

は
「
青
少
年
育
成
の
日
」
で
す
。

地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。毎
月
第
３
日
曜
日
は「
家

庭
の
日
」
で
す
。
明
る
い
家
庭
づ

く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
毎
月
19

日
は
「
育
児
の
日
」
で
す
。
子
育

て
を
支
え
て
い
く
取
り
組
み
を
積

極
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
青
少
年
男
女
共
同
参
画
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
５
４

11
月
11
日
は
「
介
護
の
日
」

　

11
月
11
日
は
、
介
護
に
つ
い
て

理
解
と
認
識
を
深
め
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
と
そ
の
家
族
、
介
護

従
事
者
な
ど
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
地
域
社
会
に
お
け
る
支
え
合

い
や
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。「
介
護
の
日
」

に
合
わ
せ
て
、
関
係
団
体
に
よ
る

介
護
相
談
や
介
護
ふ
れ
あ
い
の
つ

ど
い
が
実
施
さ
れ
る
ほ
か
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
る
各
種
催
し
や

研
修
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
社
会
福
祉
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
２
４
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↑福山さんの畑で、こつぜんと姿を現したオニフスベ

福山さんの畑で巨大キノコ発見

　９月 14 日、福山清幸さん（矢堂集落）のナシ
畑で巨大な白いキノコが姿を現しました。
　キノコはホコリタケ科のオニフスベで、直径約
20 ㌢。福山さんは、ナシ畑内で除草中に白い大
きな塊を発見し「誰がこんな所にバレーボールを
置いたの？」と不思議に思い、よく見てみると巨
大なキノコでした。すぐに家族を呼び集め、初め
て見る巨大キノコに「毒があるかもしれないから、
触るな」と念押しし、コンテナ箱を被せました。
　後日調べてみると、毒性は無く安心した様子で
した。

レーボール並みの大きさバ

杉ノ段招魂祭

和の誓い新たに平
　９月 22 日、杉ノ段招魂墓地で杉ノ段招魂祭
があり、遺族や消防団員のほか関係者が参列し、
日露戦争や大東亜戦争の戦死者を追悼し、戦没
者の御霊を慰めました。
　終戦から 68 年が経過し、川添健町長は「祖
国の安泰と繁栄を願い、異国の地で倒れたかた
がたの学ぶべき教訓を後世に残したい」と話し、
町遺族会の濵畑順一会長は「戦争の風化が危ぶ
まれている。子や孫に語り継いでいきたい」と
慰霊の言葉を述べました。
　招魂墓地下の広場では、小学生らによるち
びっ子相撲や弓道、剣道が奉納され、熱戦が繰
り広げられました。↑戦没者の冥福を祈る濵畑会長（写真上）と

会場を沸かせた剣道や相撲

地域安全グラウンド・ゴルフ大会

　町、阿久根警察署、阿久根地区交通安全協会主
催による長島町交通・地域安全グラウンド・ゴル
フ大会が、９月 28 日、城川内運動場でありました。
　これは秋の全国交通安全運動を機に行うもの
で、町内の各集落のほか阿久根警察署などから
32 チーム、160 人余りが参加しました。
　山下耕治阿久根警察署長は「急発進、急ハンド
ル、急ブレーキは事故の元。絶対にやめましょう」
とあいさつしました。
　大会は笹島 B チーム（茅屋）が優勝しました。

睦深め、無くそう交通事故親

↓ホールインワンを決めて喜ぶ参加者
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秋の全国交通安全運動

　９月 21 日から 30 日、秋の全国交通安全運
動期間中、町内パレードと朝の通学時間にあわ
せて通学路では街頭指導がありました。
　26 日、城川内集落ではゴールデンレトリバー
のブン君（オス）が飼い主の梅田奈保子さんと
一緒に黄色いタスキを掛けて街頭指導をしまし
た。
　ブン君を知る児童らは、梅田さんとブン君に
あいさつし登校しました。
　ブン君は街頭指導を立派に務めあげ、児童ら
の安全を見守りました。　

通安全、見守る “ワン”交

↑満開となった国道沿いのコスモスの花

の顔、ピンク色にほほ染めて秋 国道沿いにコスモス満開

　10 月初め、唐隈集落の国道 389 号線沿いで、
コスモスの花が満開となり見ごろを迎えまし
た。
　このコスモスは６月に、唐隈こども会育成会
らが約 3,000 本余りを植えたものです。ピンク
や赤の可憐な花が 150 坪の畑いっぱいに所狭
しと咲き誇り、同集落内を流れる唐隈川沿いで
もコスモスが満開となっています。
　10 月いっぱいが見ごろです。

↑街頭指導中のブン君「ボクが見守るワン」

れからもお元気でこ 東生活研究グループの手づくり味噌

　９月 19 日、東生活研究グループ（福㟢タズ
エ会長）から特別養護老人ホーム桃源郷にお祝
品と花束が贈呈されました。
　贈呈されたのは、同グループによる手づくり
味噌。毎年敬老の日にあわせて贈呈しており、
福㟢会長は「手づくり味噌で、これからも長生
きしてほしい」と話しました。

↓東生活研究グループと桃源郷利用者の皆さん
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地の熱い思いが伝わる産 北海道で種バレイショ収穫体験

　８月 26 日から 31 日、北海道種バレイショ
収穫体験が同夕張郡栗山町であり、本町からＪ
Ａ赤土バレイショ部会女性部（野澤由紀子部長）
の６人が参加しました。
　同町を含むＪＡそらち南は、本町の種バレイ
ショの多くを生産し、体験交流も今回で３回目
を迎えました。
　収穫は大型収穫機に５～６人が乗車。約２㌶
の畑を次々と堀り起こしました。参加者は大き
な機械と広い畑に驚きながらも、てきぱきと作
業しました。
　野澤部長は「貴重な体験ができた。種いも生
産の苦労や、栗山町の種いもに対する熱い思い
も伝わった」と話しました。

第 51 回全国スポーツ少年大会

国に広がる友好の輪全
　７月 26 日から 29 日、大分県佐伯市において、
第 51 回全国スポーツ少年大会大分県大会が開
催されました。本町から、蔵之元ソフトボール
スポーツ少年団の鶴長あおいさん（蔵之元小５
年）が本県の代表として研修に参加しました。
　研修は、３泊４日の日程で、全国のスポーツ
少年団に所属する団員・指導者 360 名との集
団生活を行うものでした。
　鶴長さんは「新しい友達がたくさんでき、しっ
かりした返事もできるようになりました。かけ
がえのない４日間でした」と本大会での成果を
話しました。↑参加した県代表者と鶴長さん（前列右端）

↑収穫作業を体験する野澤部長（中央）

↓川添健町長へ寄付を手渡す小田さん

づくりに役立てて町 報酬の一部を寄附

　９月４日、唐隈集落の小田强さんが町へ寄付
しました。
　小田さんは、同集落の自然を守る会（上筋睦
雄会長）に入会し、沿道の除草作業などを行っ
ています。今回、報酬で得た一部を町へ寄付し
ました。
　小田さんは「今後も継続していきたい。少し
でも福祉や町づくりに貢献できれば」と話しま
した。
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声が心に響く歌
伊唐小親子音楽鑑賞教室

　9 月 5 日、伊唐小体育館で親子音楽鑑賞教室
が開催されました。集落にも呼びかけ、児童と
合わせ約 50 人が参加しました。
　この教室は家庭教育支援事業の 1 つで、オ
ペラ歌手（テノール）の前田昭文さんと、妻で
ピアニストの敦子さん夫婦ら４人を講師に迎え
て行われました。
　「オー・ソーレ・ミーオ」「荒城の月」など全
９曲が披露され、「うみ」を参加者全員で歌い
ました。５年の中村友哉君は「声が会場内に響
き渡って、心に残った」と感動した様子でした。

↑本格的な歌声を披露する前田さん

指せ！長島ご当地グルメ目 商工会青年部が企画・立案

　10 月２日、長島町商工会青年部（堀元哲也
部長）企画の長島を代表するグルメ料理「長島
ど～ん鰤」のお披露目会と試食会がありました。
　会には、川添健町長や古田義富商工会長、坂
口るみ女性部長ら約 20 人が出席。２年越しの
完成となった料理は、町の特産品であるブリの
塩焼きと照り焼きをご飯の上に盛り、アオサ入
り和風だし（あん）をかけたもので、香りづけ
に島みかんを絞って出来上がりとなります。
　来年２月に開催される Show-1 グルメグラン
プリ本大会（鹿児島市）にむけて、11 月の地
方大会（霧島市）に出場します。
　10 月 20 日、造形展会場にて１杯 300 円で
販売される予定です。

↓熱戦を見せた予選での１シーン

年生まれが優勝55 第８回同期生対抗ソフトボール大会

　同期生の親睦を深め、健康増進、体力の向上
などを目指すことを目的に、第８回同期生対抗
ソフトボール大会が、９月 17 日から 10 月３
日の期間で開催されました。
　大会中は、２つの会場で熱戦が繰り広げられ
ました。予選では、最終回に同点に追いついた
末、じゃんけんで勝敗を決める試合もあり、大
いに盛り上がりました。
　55 年生まれの「ぐるさんず」チームが４回
目の優勝を果たしました。

↑特産品をふんだんに使用した「長島ど～ん鰤」

15 広 報 な が し ま



（　）内は前月比
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平成 25年 9月 30 日現在
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３
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通
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農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
25
年
11

月
１
日
現
在
で
、｢

２
０
１
３
漁
業

セ
ン
サ
ス｣

を
実
施
し
ま
す
。

　

漁
業
セ
ン
サ
ス
は
、
我
が
国
の
漁

業
の
生
産
構
造
お
よ
び
就
業
構
造
な

ら
び
に
漁
村
お
よ
び
水
産
物
流
通
・

加
工
業
な
ど
の
漁
業
を
取
り
ま
く
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
我

が
国
の
水
産
行
政
の
推
進
に
必
要
な

基
礎
資
料
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

漁
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ン
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業
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い

ま｣

を
知
る
た
め
の
５
年
に
１
度
の

大
切
な
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査
で
す
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ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
企
画
部
統
計
課
農
林
統
計
係

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
４
８
５

　

役
場
企
画
財
政
課
広
報
統
計
係

　

☎
（
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１
１
３
４
［
直
通
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調
べ
ま
す
！

日
本
の
水
産
業

↑町文化ホール下に完成したサンセット
ストーンパークの石積み

　

長
島
に
代
々
受
け
継
が
れ
て
き

た
、
自
然
石
を
利
用
し
た
石
積
み

に
よ
る
だ
ん
だ
ん
畑
を
再
現
し
た

サ
ン
セ
ッ
ト
ス
ト
ー
ン
パ
ー
ク
が

完
成
し
ま
し
た
。

　

当
パ
ー
ク
は
、
県
の
「
魅
力
あ

る
観
光
地
づ
く
り
」
事
業
を
活
用

し
て
、
町
文
化
ホ
ー
ル
下
の
国
道

沿
い
に
造
成
し
、
す
で
に
９
千
本

余
り
の
ツ
ワ
ブ
キ
を
植
栽
し
て
い

ま
す
。
一
角
に
は
、
日
本
全
国
の

ツ
ワ
ブ
キ
を
植
栽
す
る
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
る
予
定
で
す
。

　

10
月
後
半
に
は
可
憐
な
黄
色
い

花
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

サ
ン
セ
ッ
ト
ス
ト
ー
ン
パ
ー
ク
が
完
成↑ストーンパークに植えられたツワブキ
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次
の
か
た
か
ら
広
報
な
が
し
ま

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
30
歳
を
過
ぎ
る
と
、
同
年
で
集

ま
っ
て
飲
む
こ
と
が
少
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
家
庭

が
あ
り
、
事
情
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
。
そ
ん
な
中
で
唯
一
の
集
ま
り

が
同
年
ソ
フ
ト
に
同
年
バ
レ
ー
で

す
。
結
果
は
さ
て
お
き
、
集
ま
る

と
つ
い
つ
い
遅
く
ま
で
飲
ん
で

語
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
語
る
内
容

は
毎
回
同
じ
よ
う
な
気
が
し
ま
す

が
、
で
も
そ
れ
が
楽
し
い
の
は
私

だ
け
で
は
な
い
は
ず
。
出
水
市
か

ら
嫁
い
で
き
た
妻
は
「
長
島
の
人

は
、
同
年
の
集
ま
り
と
か
、
絆
が

強
い
ね
」
と
口
に
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る
こ

と
で
す
が
、
妻
か
ら
言
わ
れ
た
一

言
で
長
島
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
ま

た
一
つ
実
感
し
ま
し
た
。

（
赤
嵜
慶
和
）

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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開催間近、 アートの集い
　

10
月
19
日
（
土
）
か
ら
開
催
さ

れ
る
、
長
島
町
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
「
第
15
回
な
が
し
ま
造
形
美
術

展
」。

　

期
間
中
は
、
会
場
内
に
特
設
ス

テ
ー
ジ
を
設
置
し
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
（
予
定
）

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
た
い
個
人
、
団
体
に
つ
い

て
も
、
造
形
美
術
展
の
目
的
に
適

し
、営
利
を
目
的
と
し
な
け
れ
ば
、

無
料
で
の
使
用
を
認
め
ま
す
。

　

な
お
、
予
定
し
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
に
つ
い
て
は
、
天
候
な
ど
の
都

合
に
よ
り
、
予
告
な
し
に
中
止
と

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

イ
ベ
ン
ト
開
催
の
有
無
、
ス

テ
ー
ジ
使
用
に
つ
い
て
は
、
事
前

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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10 月 19 日（土） 出水中央高等学校吹奏楽部による演奏
10 月 20 日（日） やうちブラザーズによるショー
10 月 26 日（土） 竹細工教室
10 月 29 日（火） 長島ぐるっと一周花街道　よいどれ一座による公演
11 月２日（土） 汐見小学校児童による樽太鼓
11 月３日（日） 長島中学校吹奏楽部による演奏

11 月 16 日（土） リトルチェリーズによるジャズバンド演奏



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１ ２

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

２４ ２５

２０１３11
 10/27

２６ ２７ ２８

 10/28  10/29  10/30  10/31

２９ ３０

◎歯周疾患検診（30日まで）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

文化の日

○長島クリニック88-6405
○市川医院 63-3151
○門松医院 64-6100
○吉井中央病院 62-3111
○あくね歯科医院 72-0556
□第二緑調剤薬局 63-1177
□マリン薬局 63-6678
□ゆうゆう薬局 73-2907
□しおかぜ薬局 88-6011
◇出水総合医療センター67-1611

振替休日

○平尾診療所 88-2595
○来仙医院 84-2005
○鶴見医院 73-0553
○高尾野診療所 82-0017
○徳森歯科医院 67-3608
□スマイル薬局 84-2430
□高尾野会営薬局 64-2110
□会営薬局阿久根店 72-5060

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

○飯尾医院 88-5040
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○北国医院 72-0553
○クリニックなかむら 62-0241
○つばさしか 62-8519
□ふれあい薬局 63-3070
□上野薬局 72-1016
◇出水総合医療センター67-1611

◎結果説明会
（午前：山門野コミュニティセンター）
（午後：保健福祉センター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

（午後：保健福祉センター）
◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■資源ごみ（獅子島）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○友愛クリニック 64-2101
○阿久根眼科 72-0040
○三慶医院 63-2333
○田畑歯科医院 62-0888
□めぐみ薬局 82-5551
□タカラ調剤薬局 62-8813
□高松薬局 73-4002
□長島調剤薬局 64-5555
◇二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎ 3.6 歳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

勤労感謝の日

○長島クリニック88-6405
○平田整形外科クリニック 62-8801
○林胃腸科外科 73-3639
○野田診療所 84-2023
○橋口歯科医院 73-0508
□ひまわり薬局 62-6070
□野田調剤薬局 84-2856
□阿久根薬局 72-1017
□しおかぜ薬局 88-6011

○平尾診療所 88-2595
○おかだクリニック 63-7011
○植村整形外科 72-1041
○せき耳鼻咽喉科 64-1187
○脇本病院 75-2121
○おてき歯科医院 63-0393
□メープル薬局 62-9292
□会営薬局阿久根店 72-5060
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害　（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（山門野・川床・浦底）

（保健福祉センター）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

● 11月３日は文化の日です。
　文化の日は「自由と平和を愛し、文化をすすめる」　ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！
● 11月 23日は勤労感謝の日です。
　勤労感謝の日は「勤労をたっとび、生産を祝い、国民互いに感謝しあう」ことを
　趣旨としています。


